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人として科学者として真理を追究し、
都市大阪から世界ヘ発信する。
「複合先端研究機構」が正式にスタートして 1年半が経ち、日ごろの活動内容や研究成果を
ご紹介する広報誌 iOCARINA通信」 を発刊することとなりました。第 1号となる今号は、
特別企画として機構長の木下先生とプロジェク トリー ダー の橋本先生の対談をお届けします。
共同研究プロジ‘ヱクトから始まり、 木下先生/確かに、自助努力は必要ですよね。私たち自身もそうし
拠点となる複合先端機構が設立された。 てきましたから。
締本先生/そうでしたね。CREST(戦闘行的創造研究推進-'H業)や企
木 1;先生/制代の|問題を解決するためには、研究科や研究飢以と 業などから研究費をもらったり、文部科学省のfllj正予算をとってき
いった既作の枠組みを越えた縦断的な研究が欠かせないという怨い たり。さまざまな自助努カをしてきま した。椛利を主張するために
から、共Il-ij研究プロジェク トを始めたのがきっかけでしたね。以 は、義務も果たさねばなりませんね。
来、研究はもちろん、 組織づくりに資金i長めに、 ずっと全速力で定 研究伐の113は自分でなんとかして、絞りの1/3は大学、も う
り続けてきたような気がします。 1/3は国の予算ーをとるといった進め方でなければ、知しいでしょう
総本先生/即.系の研究は日進月歩で進んでいくので、どんどんア ね。自分の研究はやって当たり前で、 +αで動かなければならない
ピー ルしていかないと乗り遅れてしまうんですよね。 ので、相当大変なことではありますよ。
木 F先生/そうですね。新しい拠点ができるまで数年1mも待って 木下先生/もうIつ付け加えるなら、大学からも研究'liの113を引
いられないので、ここ2号館にlつ自の拠点をつくってしまいまし き出せるだけの研究内容と説得)Jがあるかどうかということも、問
た。この建物はかつて予科練(海軍飛行予科練習生)が使用してい われているのだと思います。
たもので、緊が太くて構造自体がしっかりしているという安心感も 総本先生/乙ζにくるまで、結構苦労・はしましたね。金児前学長の
あります。ζの構造は、文化庁登録有形文化財に指定されている本 町iから、バーチャルな組織として始まり、先見の1!fIがある西潔学長
学1I.，;.tiuとほぼ同等の椛造でできているんですよ。そうした歴史あ によってリアルな組織づくりが進められました。すべてがうまいこ
る純物を拠点として研究できるととも、 誇りに思っています。 と迎び1:1.¥すと、研究者たちのエネルギー がドカー ンと爆発するよう
締本先生/内装を変えるだけで、これだけモダンな~1I'dになるんで な気がしますね。
すよね。それに、 130年という歴史のある古い大学の取も干片い悠物
の11で、 itiも先進的な研究が行われているというのは、而|二|いじゃ 年間203Gtものζ02を吸収。
ないですか。ことを拠点として都市環境の再生・防災についてのWf 光合成の不思議……。
先した成果をil!nlfこ発信していけるようになりたいですね。
大阪市立大学の朱来を考えた先人たち。
その想いを実現できる研究機構に・
木下先生/光合成やCO2削減という?守裁だけでは、光合成仰f究の魅
力や面白さは伝わらないかもしれませんが、 「自然は年間に203Gt
(IGt=10億t)のCO2を吸収している」と聞いたら、飽きません
か?それが、光合成の力なのです。どんなに頑仮つでも、人間が
木下先生/この彼合先端研究機械は、放角野界八先生 Ojii・大阪 203GtのCO2をマネジメントする ζとはできません。
di立大教綬 ・特命面IJ学長)の切なる思いから生じたものです。当 一方、人聞は、その活動を通して年間に7GtのCO2を排出してい
1.'1、fiJ野先生や初代機材l長を務められた畑先生は、 今よりもう少し ます。そのうちの20%、2GtくらいのCO2をなんとかするために、
大きな機構の姿を思い揃いていました。 一生懸命になっているわけです。
平成24年の完成をめざして整備工事を進めている組系新学合の では、203GtのCO2吸収の仕組みはどうなっているのかつ複合先
中にも、被合先~;M研究機構のも う lつの拠点ができます。そこでま 端研究機械のような大きくはない鋭般の組織では、そζに特化して
た、新しい研究プロジ、エクトを進めてほしいですね。 研究しでも良いのではないかと思っています。
総本先生/新しい拠点も100001以上を確保していますからね。
まっさらな空IlJだけがあるので、そとに入りたい人は、研究内容と 総本先生/203Gtというのも、 U蹴fIされた状態ではないですからね。
お金を用なして来てくださいね。歓迎しますよ。 地球のCO2の濃度は平均400ppm(1 ppm=O.OOO 1 %)くらいです。
~;. 
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そのCOzだけをよりとってきて、 203Gtを処即する能力がある。な 間はタネのまま分裂して削えていきます。つま り、 2種類の附え方
ぜそんなことができるのか、それは、 lつの大きな謎なんですよ。 があるのです。
乙のタネは、シンプルな柿造であり、人工的に培養しやすいの
海に固まれた島園、日本で で、実験に向いているのです。実験の鉄則は、ファクターはlつし
1億3千万人が生きるためには? か変更しないこと。同H寺に2つのととを変史すると、どちらが以囚
だったのか人1mには判断できませんからね。
木下先生/日本の土地にどれだけ作付けしても、 3千万人しか生き 木下先生/沖縄では、 年間2万tものモズクを鋒狛していますね。
られません。との数字は、江戸時代の人口からきています。当時 総本先生/それでも、 2万tでは、 203GtのCOzを吸収することはで
は、自給自足の最も美しい循蹴社会でした。しかし、日本の気候や きませんね。地球全体のスケールで考えていかなければなりませ
作付面積を考えると、l飴3千万人も人口がいては、 自給自足なん ん。試験官の中でやっていることを地球規般で考えたらどうなるの
でできません。 でしょうか?試験管の代わりになるのは、海しかないで、すよね。
総本先生/要するに人聞が多すぎるんです。でも、それでは人を減
らしましようというわけにはいきませんよね。
木下先生/それを何とかしようとしたら、 日本;の場合は海洋に自を
転じるしかない。すると、海洋の中で非常に不思議な生命休がいる
ζとがわかりました。通常、タネは芽が出て花が咲いて地えるで
しょう。そうではなく、タネのまま噌えていくものが見つかったの
です。
橋本先生/オキナワモズクですね。乙のモズクのタネは、 I')jに釆っ
て海の中を泳いでいて、育ちやすい場所に岩床すると芽が出てきま
す。しかし、泳いでいる聞に死んでしまってはいけないので、その
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大阪市立大学複合先織研究線網/理学研究科教獲
橋本秀樹はしもとひでき
関西学院大学大学院理学研究科修了。理学博士。大阪市立大学
工学部助手、静岡大学工学部助教綬を経て、 2002年から大阪市
立大学理学研究科教綬。2008年、復合先錨研究機織設立時か
らプロジェヲトリーダーを務める。2010年から複合先鑓研究後構
専任教授 (理学研究科書在任)。
今の取り組みの結果は孫の世代に影響する。
だからとそ、 基礎研究が欠かせない。
に使える水素を発生させるようなことができれば、 非常に効率が
良いですよね。そういう融合的な取り組みをきちんと理解して、
マネジメント出来る人 ・研究者を育てていくためには、複合先端
本ド先生/C02のì~1J減やバイオフューエル(生物由来燃料)につ 研究機構のような組織が必要なのです。光合成の研究をやってい
いて、さまざまな研究 ・対策がなされていますね。 iそれらの対 るだけでは、ノーソンの発惣は山てきませんよね。
mは何かを兄務としていないか?本当に正しいのかつ」という判
断をするためには、私たちが取り組んでいるような基礎研究を 大阪市だからできる研究をする。
しっかりやっておく必要があるのではないかと考えています。 それが、私たちの使命。
総本先生/結局、ターゲ、ットになるのは孫の世代なんですよね。
人間って、基本的には自分の生きている聞のζとしか考えない 木下先生/太陽や風といった自然のエネルギーで発電した電力を
じゃないですか。でも一番迷惑を被るのは、孫の|立代なんです。 いかに効率よく転送するか、という問題もあります。
いまの私たちがまさにそう。高度成長経済期の人たちがいろいろ 総本先生/太陽光発電などで生まれる屯力はl立派なのに、わざわ
やってきたことが係の世代になって問題となり、非常に苦労して ざ交読に変えて送電しているんですよね。
います。研究というのは、本来はそれくらい先のことまで考えて 木下先生/直読は途中に舷抗が生じ、 m圧がなくなっていくとい
やらなければならないのだと思います。 う問題がありました。しかし段近は、高温超伝導が使えるように
なり、直流のままの送電も可能になったのです。実用化されてい
自分の専門分野だけでなく、 る超伝導線なら、 半径500mのところは、すべて結ぶことができ
その先につながるものをイメージする。 ます。そこで泊目したいのが、地下鉄などの都市交通ですね。新
車宇線以外の電車は直涜の電力を使って即jいているので、そのまま
水ド先生/例えば、柏物工場では、より効率が良いという理由 直派を涜すためのインフラにすることができます。それを前提
で、赤色LEDが使われています。さらに最近では、フラッシュを に、光合成研究をすればいいという発想が出てくるのです。
使って光合成のタイミングにだけ光るようにしています。 総本先生/光合成を使った太陽光発mや水議発電で出てくるの
総本先生/光合成で重要なのは、明日音の切り脅えなんですよね。 は、直疏の電力ですからね。
植物にあてる光を点滅させると、光ったままの状態の約10俗もの 木下先生/なぜ大阪市大で光合成研究をするのか。その理由のl
酸素が出てくることが実証されています。 つは、地下鉄などがそのまま直読m力のインフラにつなげられる
木F先生/現在の縞物工場の効率的なシステムは、そうした光合 からですよ。
成研究から生まれたんですよね。 総本先生/電車をインフラとして活用すれば、市内全体をカバー
総本先生/あと最近、 GSユアサなどが電気自動車に利用してい する乙とができますね。
たリチウムイオン電池を2次利用して、ローソンの屋根に投白し 木下先生/20~25%のCO2をカッ ト しようとしたら、あらゆる技
た太陥氾池の氾力者E貯蔵する実証実験を始めたというニュースを 術を総合しなければなりません。その一例が、都市エネルギーの
見ました。このニュースを見て、将来的にできたら面白いなと考 インフラ整備と、それに見合った発泡、イノベーションを考える
えたのは、ローソンならぬノーソン。太陽電池の氾カを利用して こと。大阪市大には、それをやる使命があるのではないでしょう
LEDn(~明を一定周期で光らせ、 CO2を固定したり、通常'の10倍く か。
らい阜く育つ作物を作ったり。さらに、光合成を使って燃料氾池 稲本先生/そう、使命ですね。ζうした研究は、大学のl研究室
profile 
大阪市立大学 複合先端研究複構長/大学院理学研究科教綬
木下 勇 きのしたいさむ
東北大学理学部化学科卒業。名古屋大学大学院理学研究科修
了。理学博士。大阪市立大学理学部助手、鵠師、助教綬を経
て、 2003年から現職。
で還まえたことがダイレクトに行政に跳ね返る規艇でやらなければ難 ですよ。
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しいものです。大阪市ならちょうどいい規績であり、大阪市自体が
r;j1'J'lという問題に非常に興味を持っているので、研究しやすい環焼
でもあります。
どなたかの受け売りですが、 「サイエンスは未来を諮らない。
"知りたい"と思うのは本能だから、
人類の知的好奇心を満たすための研究。
木 下先生/大阪市大として、ほかにはないユニークな視点から、イ
日!?っているのは、人間である」という言葉があります。般かにその
通り。ところが、多くの人はサイエンスがあって未来があると肋巡
いしてしまうんですね。
人聞が間違いを犯さないように……
USRは、私たちのよって立つべき基盤。
ノベーシヨンにつながるような研究に取り組んでいきたいですね。 本下先生/私は公宮ー世代なので、 「化学研究をやるこ とは、本当に
しかし、個人的な恕児なのですが、現在は留学が欠治しているので いいことなのか ?Jという 自1:¥j自答をくり返してきました。例え
はないかと思います。留学なしではイノベーションに挑めないので ば、水俣病の原因となった水銀を垂れ派したというのは、大変な1日
はないでしょうか? 題です。しかし、だからといって水銀の使用をすべて?禁止するの
総本先生/なぜその研究をやりたいのか、 正当に自己主張する術も は、どうなのか。適切な処理をして水銀を使えば、コストも安く
ないし、考えたことすらないというのは、問題でしょうね。 なって、加工しやすくなるのに、そういう可能性もすべてつみ取っ
木下先生/人間の本能は 「知りたい」に尽きると思うのです。恋を てしまっています。
するのも、相手の人が自分を好きかどうか知りたいから。死んだ後 総本先生/安全面でのオーバースペックになっているんですよね。
どうなるかを知りたいから、宗教ができる。 木下先生/本当の意味で安全に官耳目すれば、問題ない話です。
総本先生/結局は、その命題に突き当たるんですよね。理学の研究 総本先生/要するに、人|削の問題。 人間が間違いを犯すから、人災
者にとって「その研究にはどんな意味がありますか?Jという質問 ですよね。人災を防ごうと思ったら、留学や倫理が出てくるしかあ
は慰問であると、ファラデーも言っています。人1mは知的好奇心の りません。
ある動物であり、知らないことを明らか』こするのが思学なのだか 木下先生/いま、公的な存在は、必ず倫理綱領を作ることが~求さ
ら、それ以上何をやることがあるのでしょうか。 れていますね。大阪市立大学にも倫理綱領があり、そこでは、人類
でも、世の中がそれでは許してくれないH寺代になってきている。 の福祉や社会のために尽くすということが脅かれています。
役に立つ、イノベーションでこんなものができますというところに 橋本先生/複合先端研究機椛にも腕貌があり、社会や地域への巡元
結びつけようとすると、哲学や倫理が出てくるのでしょう。 を目的とするといったことが担?いてありますね。
木下先生/正直に言うと、これ以上生活が使利になってもどうって 水 F先生/それらをUSR(UniversitySocial Responsibility)と言・います。
ととないのです。むしろ、私たちの生活に直結しなくても、超新星 会社の場合はCSRで、よく聞く言集になっていますね。その大学版
が現れたら新聞の一面に載り、小惑星探査機の 「はやぶさ」が帰つ であるUSRは、私たちのよって立つべき基盤になるのではないかと
てきたらみんなが感動するのです。 J忍います。研究の成果を大阪市、市民、世界に発信していくのはも
総本先生/みんな感動しているけど、税金をどれだけ燃やしている ちろんのこと、倫理、哲学的イメージも発信していく場でありたい
ことか。 ですね。
木下先生/それでも、やっぱり知りたい。その怨いがすごく大事だ
としたら、科学研究者は、そういうととをしっかり考えるべきなん
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